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   Localized edema and hematoma fter urological openations are quite troublesome com-
plications. TANDERIL was effectively used in the treatment of these complications and 
inflammatory conditions of the genitourinary tract. It was applied to 26 cases, mainly 
operative cases on penis and scrotum, and the following results were obtained. 
             Remarkably effective 13 
            Fairly effective 12
            Not effective  : 1 (discontinued due to side effect) 
   Therefore, TANDERIL was proved to have remarkable supressing action on inflammation, 
edema, hematoma but on postoperative pain. Secondary infection can be prevented, because 
no edema ensues. 
   It seems to be better administered also preoperatively, and combination with one of 

















に広 く応用 され つつあるTanderi1は,か る
浮腫,血 腫の消腿 にも極めて有効である事が報
告 されてい る.最 近我々は藤沢薬品工業株式会
社 より本剤の提供 をうけ,上 記各種 の 手 術 の
他,尿 路性 器の炎症性疾患 にも応用 し,み るべ
き結果 を得たのでi蔽に報告す る.






















本 剤は 白 色結 晶性 の粉 末 で酸 性 を 呈 し,そ のNa塩
は 水 に易溶 で あ り,そ の 他Ethanol,Methanol,Ben-
zene及びEtherにも溶 解 す る,融 点 は結 晶水 含 有 の







































疾 患 名 観血的処置初回量
包 茎棚 術舞
慢性膀胱炎1 300mg×1日


































マ イ シ リン
1日191回
マ イ シ リ ン
1日195回
































































クロ ラ ム フェ
ニ コ ール 著 効
1目193回
有効
ク ロラ ム フェ
ニコ ール 著 効
1日1910回1
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陰 茎 浮 腫
尿道周囲血腫
睾 丸 破 裂
包 茎
δ 包 茎
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丸易IJ出術3例,精 索静脈瘤別出術,精 管欠損 試 験開
腹,睾丸破裂の除睾術,各1例,計6例,そ の他前立














































殆んど認められず,叉 創面よりの滲出物も存 在 しな
い。本剤投与を行わない従来の手術に比し,局所所見
のみからしても極めて有効と考えられる.術後2日間























































包茎6例,尿 道下裂1例,陰 茎腫瘍,尿 道周





































































点 はこの方面に対す る応用をも示唆す るもので
あろう.
以上・手術時 の応用例19例,非手術例7例,
計26例に本剤を使用 し,浮 腫の防止,二 次感染
による創面の移 開の予防 という目的からみて,
著効13例,有 効11例,稽々有効1例,無 効1例
浮腫形成(中止例)の結 果を得た.無 効1例 は慢
性膀胱炎の女子 にして1日600mg3回 分服服
用後顔面浮腫 を来 して投与 を中止 した例で本剤
そのものの無効で あるか否かは判定 し難い、
抑 々Tanderilはその強力な消炎,解 熱作用
か ら各科領域 に於け る炎症疾患特に リウマチ性
炎症,各 種筋炎,子 宮附属器炎,腱 鞘炎等に応
用 され,又 化学療 法の補助薬剤 として有効な る
事 も報告 され てい る.泌 尿器科領域 に 於 て は
Dittrich及びScharf2)は40人の幼児 の包茎手
術に本剤を使 用し,そ の全例に術後の浮腫 を認
めなかつた と報告 している.又 外科的応用 とし
てはConnel1,J.F.等3)は機械的外傷,急 性感染
症,火 傷,術 前並びに術後 の予防に使用 し,本
剤が抗生剤 との併用に より創傷の病原体に強力
な治療効果を発揮す る事,術 前投与 によ り,創'
傷 の腫脹及び局所筋肉の炎症 を抑 制す る事 を強
力な消炎作用 と共に認めてお り,又 炎症及び浮
腫に対す る効果 に就てはMiller等4)の詳細な
報告 がある.そ の他術後の応用 としてはCan-
cura5)が扁桃腺易【J出時に,Pfeifer6》は顎手術
後に応用 して何れ も疹痛 の軽減,浮 腫 の防止に
極めて有効であつた と報告 してい る.我 々も術
後に最 も浮腫,血 腫の来 た しやすい陰茎,陰 嚢
部 の手術 を中心に,泌 尿 器科的各種手 術に本剤
を応用 し,上 記効果 と二次感染 の予防に も著効
を収め得た.又 尿路性 器各種 の炎症に対 しても
応用 し,特 に抗生物質のみで完全治癒 に導 き得
なかつた嚢胞性膀胱炎 を治癒せ しめ得た事 は こ
の種 の疾患の治療 に困難を感 じている我々泌尿
器科医に とつて極 めて興味ある事実であ る.来

























種泌尿器科疾患 にTanderilを応用 し,著 効13
例,有 効12例,無効1例(副 作用に よ り 中 止
例)の 結果を得た.
∬)本剤は顕著,な 消炎,浮 腫,血 腫の消腿
作用を示し,術後の痺痛にも有効である.
皿)手術時の応用は術後投与によつても効果
を期待 し得るが手術前 日よりの投与がより有効
である.
IST)浮腫の予防により二次感染を防ぎ得る他
各種抗生物質の併用により,各々の効果をより
顕著とし得ると考えられる.
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